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（１） 衛星放送用受信設備からの中間周波数の漏洩対策

（２） BS右旋帯域再編対応

（３） 4K・8K実用放送に関する周知・広報

〇 BS等4K･8K実用放送に向けた今後の課題



（２） ＢＳ右旋帯域再編対応 ： テストセンターの設置

４K・８Kロードマップに関するフォローアップ会合 第二次中間報告 （抜粋）

５ 検討課題と基本的考え方

（２）衛星放送における2018年以降の対象伝送路とトランスポンダ数

③ BS右旋の帯域再編の可能性と技術的な問題

BS左旋の使用やBS右旋の帯域再編については、既存受信機の設計時には想定していなかったため、これらにより既存受信機に不具合が

発生し現行の放送の視聴に支障を生ずる可能性も否定できない。このため、BS左旋の使用やBS右旋の帯域再編前に、既存受信機への影響

を詳細に検討する必要がある。

BS右旋の帯域再編に伴う既存受信機への影響については、一般社団法人電子情技術産業協会（ＪＥＩＴＡ）における調査報告では、技術的

な問題はなく、大きな問題は発生しないとされた。（中略）

また、BS左旋の使用に当たっても、受信機メーカが机上検討を行い、既存受信機への影響は想定されないとされている。

今後、BS右旋の帯域再編による既存受信機への影響については、受信環境テストセンターで更に詳細に検証して確認していく必要がある。

（以下略）

● BS・110°CSによる４Ｋの実用放送では、①現在４K・8K試験放送に用いているBS17チャンネル、②BS
右旋円偏波の再編により生ずるチャンネル、③左旋円偏波のチャンネル、を利用していくこととしている。

● これらのチャンネルの利用は、既存受信機の設計時には想定されていなかったため、現行の放送の視
聴（既存受信機）に支障を生ずる可能性も否定できない。

※ 一般社団法人放送サービス高度化推進協会（A-PAB）内に設置

テストセンター※の設置

○ 既存の受信機・アンテナに次の試験用信号を送り、誤動作しないことを確認。

- 再編後の右旋偏波の試験用信号
- 左旋円偏波の試験用４Ｋ信号

背 景
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テストセンターの結果とＢＳ右旋帯域再編

● BS右旋円偏波の帯域再編により、既存受信機の動作に大きな影響は発生
しない。ただし、一部の受信機において視聴者による操作が必要であるた
め、以下の周知が不可欠。

・ 帯域再編後、既存のBS放送が受信できない場合は、チャンネルを上下
（ザッピング）することにより受信可能となる場合が多い。

・ チャンネル上下を行っても受信ができない場合は、初期設定を行う。

・ 再編後、録画機の予約録画に失敗する場合が考えられるため、録画機に
おいてもチャンネル上下をすることが必要。

● 左旋円偏波による影響は、一部のアナログBS用の旧式アンテナ等において、
アナログBS帯域以外の帯域にて、交差偏波特性が悪化するものがあるが、
受信保証帯域外であることから買い換えを推奨する。

● CATVのヘッドエンド（HE）については、右旋帯域再編の移行作業にあわせ
て手動の設定作業が必要な場合があり、作業員等の確保が課題。

● BS右旋の帯域再編の検討
・ BS右旋帯域再編作業部会： BS右旋帯域再編の具体的な方法を検討するため、平成29年２月16日

APAB内に作業部会を立ち上げ、帯域再編に向けた検討を行う。
・ 再編作業： 平成30年１月頃から、段階的に作業を実施。（平成30年夏頃までに完了予定）

● 既存受信機に関する周知等の体制
・ 「衛星４K・８K新放送視聴相談センター（仮称）」を設置し、視聴者へ周知・問い合わせへの対応を実施。
（周知開始時期は今後検討）

今後の予定

試験結果

テスト用機材とテストの様子
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ＢＳ右旋における帯域再編前／再編後のイメージ
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（３）ＢＳ及び１１０度ＣＳによる４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報の必要性
放送を巡る諸課題に関する検討会「視聴環境分科会（第3回）」（平成29年3月7日）資料より

・ 現在市販されている４Ｋ（対応）テレビには、今後開始されるＢＳによる４Ｋ・８Ｋ

試験放送やＢＳ等４Ｋ・８Ｋ実用放送に対応する受信機能が搭載されていないた

め、当該放送を視聴するには別に受信のための機器（ＢＳ等４Ｋ・８Ｋ放送対応

チューナー）が必要

・ＢＳ等４Ｋ・８Ｋ実用放送を視聴するためには、４Ｋ・８Ｋ受信機のほか、現在設置

しているアンテナ等の受信設備を交換するか、ＢＳ等４Ｋ・８Ｋ実用放送を再放送

するケーブルテレビやＩＰＴＶ等に加入する必要がある

・このような状況について、視聴者には必ずしも理解が進んでいるとはいえない

・４Ｋ・８Ｋ受信機に関する情報等について、国民・視聴者にわかりやすい形での

周知・広報が重要

・速やかに、国と関係事業者、団体等が連携して、周知・広報等の具体的な内容・

方法等について検討を進めることが必要

「放送を巡る諸課題に関する検討会 第一次取りまとめ」より
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・ 「ＢＳ・１１０度ＣＳによる４Ｋ・８Ｋ放送」の呼称、ロゴ・マークの活用等により、４Ｋ・８Ｋ放送に関
する基礎的事項を分かり易く伝える

（例：既存放送の置き換えではなく新たなチャンネル追加であること、現在、販売中の４Ｋ（対応）テレビに
対応チューナーは内蔵されておらず、既に購入した４Ｋ（対応）テレビで視聴するためには、別途、
対応チューナーが必要なこと、その他、アンテナ交換や配線工事の必要可能性もあること等）

・ 消費者が視聴できる放送を容易にイメージできるよう、事業者名等を具体的に示す

・ 今後、ＢＳ右旋の４Ｋ放送実施に向けて帯域再編が予定されており、既存のテレビやレコー
ダー等のリモコンのチャンネルボタン操作等が必要な場合があることを、事前に十分伝える

・ アンテナで受信した信号が宅内の受信設備から外部に漏れて電気通信サービス等に影響を
与えないよう、適切な機器の使用や工事が必要なことを、丁寧に伝える

・ 集合住宅における工事の必要可否、工事費の事例等、マンション管理組合等が工事の実施判
断に必要な情報を分かり易く伝える

・ 家電販売店の店頭に加え、業界毎に特徴や強みを生かした周知・広報の実施

・ 関係業界等が連携して周知・広報を実施

・ ワールドカップやオリンピック等、イベント開催に合わせた集中的な周知の実施

・ 消費者からの相談への対応体制を構築し、消費者の疑問や誤解等の解消を図る

周知内容について

周知方法について

今後の周知・広報の基本的考え方
放送を巡る諸課題に関する検討会「視聴環境分科会（第3回）」（平成29年3月7日）資料より
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衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）を４Ｋテレビ等で視聴する方法（イメージ）

① ② ③ ④ ⑤

視聴する放送サービス ① ② ③ ④ ⑤

ＢＳの４Ｋ放送
（右旋・左旋ともに視聴） 右旋・

左旋対
応に交
換要

交換・工事要の可能性
（現在、2.6GHz程度まで対応している場合、

交換・工事が不要の可能性あり）
要

４Ｋ対応のHDMI®
ケーブルに交換要 ※

４Ｋ（対応）
ＴＶが必要 ※

ＣＳ１１０度の４Ｋ放送
交換・工事要の可能性

（～3,224MHzまで対応要）

ＢＳの８Ｋ放送
交換・工事要の可能性

（現在、2.6GHz程度まで対応している場合、
交換・工事が不要の可能性あり）

要
今後の規格・製品化
等の動向を要確認

８Ｋ（対応）
ＴＶが必要

ＢＳの４Ｋ放送
（右旋のみ視聴）

交換

不要※※ 交換・工事は不要※※ 要
４Ｋ対応のHDMI®
ケーブルに交換要 ※

４Ｋ（対応）
ＴＶが必要 ※

（※）HIGH SPEED（カテゴリー２）に対応したHDMI ®ケーブル（HDMI ® 端子は、HDCP2.2、4K60Hz入力に対応）

配線類
（ケーブル、ブースタ、
分波器、テレビ端子等）

上記の内容に限らず、現在使用中の機器等の性能・機能によっては、機器交換や工事が必要な場合があります。
また、上記のほかに、今後、衛星放送用受信設備の技術基準（検討中）を踏まえ、機器交換や工事が必要な場合
があります。

衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）対応チューナー
（実用放送に向けて、発売が見込まれています）

ＢＳ・１１０度ＣＳアンテナ
今の４Ｋテレビや
４Ｋ対応テレビ※

（※※）現在、放送されているBSの全てのチャンネルを受信できていない場合、交換等が必要な場合があります。
SCサテライト放送、QVCサテライト、

東北新社、WOWOW

A

A

C

B

D

A

B

C
D

ビーエス朝日、BSジャパン、BS日本、NHK、
BS-TBS、ビーエスフジ

NHK

スカパー・エンターテイメント
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2020年（平成32年）2019年（平成31年）2018年（平成30年）2017年（平成29年）

家電販売店

工事業者

相談窓口

放送事業者

メーカー

国

マンション管理
不動産業界

★（7/24～9/6）
東京オリンピック・
パラリンピック

★（9/20～11/2）
日本ラグビーWC

★（6/14～7/15）
露サッカーWC

★（2/9～3/18）
平昌冬季
オリンピック・パラリンピック

●（12/1）
実用放送開始

●（1/24）
放送事業者決定

2016年（平成28年）

（12/1）●
試験放送開始（A-PAB）

集中ＰＲ
(冬季五輪)

集中ＰＲ
（サッカー）

集中ＰＲ
(放送開始)

集中ＰＲ
（ラグビー）

集中ＰＲ
(東京五輪)

開設準備 開設・運用開始開設に向け
連携

マンション管理組合等への周知活動で活用

リーフレット
作成

リーフレット
作成

【改修対応】

【新築対応】
対応機器の使用等、

一部の先行工事の促進

管理組合等に必要な情報を提供

（必要に応じて完了工事を実施）

対応受信機
発売見込み

イベント
で周知

イベント
で周知

イベント
で周知

イベント
で周知

技術基準検討（衛星放送用受信設備）

リーフレット
作成

連絡先を掲載

※上記日程は、今後変更
される場合があります。

モデルケース検討、工事費事例調査

リーフレット等作成

標準工法の検討

集中ＰＲ
(1年前)

（12/1）●
放送1年前

店頭等での周知、説明強化

周知・広報活動で活用

周知・広報活動で活用

呼称
決定

BS周波数再編に伴う周知
受信機操作の必要性等の周知

技術基準等の周知、受信環境整備支援

今後の主な取組スケジュール（イメージ）
放送を巡る諸課題に関する検討会「視聴環境分科会（第3回）」（平成29年3月7日）資料より
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「４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会」の設置

１．目的

来年（２０１８年）１２月から開始される４Ｋ・８Ｋ実用放送については、これを視聴するためには

別途チューナー等の機器が必要であり、アンテナ等の受信設備の交換が必要な場合もある。

このような状況について視聴者の理解を進めるため、総務省では、放送を巡る諸課題に関する

検討会の分科会において、平成２９年３月に「４Ｋ・８Ｋに関する周知・広報戦略」を取りまとめた。

当該戦略に基づく周知広報を、関係団体・事業者及び総務省が相互に連携・協力し、効果的か

つ効率的に進めるため、今回関係団体・事業者から構成される「４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会」

を設置する。

２．活動内容

・ 当該戦略に基づく「４Ｋ・８Ｋ周知広報計画」（アクションプラン）の取りまとめ

・ ４Ｋ・８Ｋ放送の送受信環境に係る技術的課題の共有・対応

・ 視聴者・消費者からの苦情・相談への対応の在り方の検討 等

３．当面のスケジュール

・ 平成２９年４月１４日（金）１４時～１６時に第１回会合を開催。

・ 今後、数回開催し、秋頃に「４Ｋ・８Ｋ周知広報計画（アクションプラン）」を取りまとめ。

・ 平成２９年秋以降は、「４Ｋ・８Ｋ周知・広報計画」に基づき、具体的取組を実施。



（参考） 「４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会」の構成員

１．団体等

・ （一社）衛星放送協会

・ （一社）映像配信高度化機構

・ 大手家電流通協会

・ 全国電機商業組合連合会

・ （一社）電子情報技術産業協会

・ （一社）日本ケーブルテレビ連盟

・ （一社）日本ＣＡＴＶ技術協会

・ （一社）放送サービス高度化推進協会

※オブザーバー

（一社）日本民間放送連盟

２．事業者等

・ （株）アイキャスト

・ イッツ・コミュニケーションズ（株）

・ ＳＣサテライト放送（株）

・ （株）ＱＶＣサテライト

・ ジャパンケーブルキャスト（株）

・ （株）ジュピターテレコム

・ 上新電機（株）

・ スカパーＪＳＡＴ（株）

・ （株）東北新社

・ 日本放送協会

・ 日本デジタル配信（株）

・ （株）ハートネットワーク

・ （株）ビーエス朝日

・ （株）ＢＳジャパン

・ （株）ＢＳ-ＴＢＳ

・ （株） ＢＳ日本

・ （株）ビーエスフジ

・ （株）放送衛星システム

・ （株）ＷＯＷＯＷ

※団体、事業者別五十音順 （平成29年4月現在）



４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知リーフレット
（（一社）放送サービス高度化推進協会発行（平成29年3月1日））
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４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知動画（ＤＶＤ）（平成29年3月制作）

※YouTube総務省動画チャンネルにて公開中
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〇 地上4K･8K放送に関する研究開発の推進



４Ｋ・８Ｋ推進のためのロードマップ～第二次中間報告（2015年7月）＜抜粋＞

５ 検討課題と基本的考え方

（６）地上放送に関する取組

地上放送の技術実証については、2014 年１月の村落地域にお
ける長距離伝送実験に続いて、2015 年５月には東京都市部にお
ける伝送実験が実施されたところである。

一方、地上放送における４Ｋ・８Ｋの実現には技術やコスト等
の解決すべき課題は多い。このため、より効率的な伝送を実現
すべく、速やかに総合的な研究開発の取組を進めて、その上で、
技術的な可能性を検証するために、都市部における地上波によ
るパブリックビューイング向けなどの伝送実験等を検討するこ
とが考えられる。

また、ＮＨＫにおいては、８Ｋによる地上伝送実験や地上放送
の研究開発を推進しているところであり、その成果をこのよう
な検討に情報提供していくことが重要である。
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地上４Ｋ・８Ｋ放送の実現に向けた取組

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

超高精細衛星・地上放送の周波数有効利用技術の研究開発

地上テレビジョン放送の高度化技術に関する研究開発

目的：８Ｋ地上放送のための要素技術の確立

地上４Ｋ放送等放送サービスの高度化推進事業（２８補正）

目的：２Ｋに加えて４Ｋ放送を実現するための研究開発

新たな周波数で実現する地上４Ｋ・８Ｋ

既存の周波数で実現する地上４Ｋ

目的： ①信号構造の見直し等
②移動体向け高度化
③大規模局向け高度化
④ＳＦＮ方式の中継技術（2017年度～）

4K8Kロードマップ

東京五輪でのパブリック
ビューイング

２０２０年

「新たな周波数で実現する地上４Ｋ・８Ｋ」として、【地上テレビジョン放送の高度化技術に関する
研究開発】の推進を図るとともに、
「既存の周波数で実現する地上４Ｋ」として、地上４Ｋ放送等放送サービスの高度化推進事業の
中で【２Ｋに加えて４Ｋ放送を実現するための研究開発】を行う。
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新たな周波数で実現する地上４Ｋ・８Ｋ
【地上テレビジョン放送の高度化技術に関する研究開発】

14

目標

実施期間 平成28～30年度（3カ年）

現行の地上テレビジョン放送の特長を継承しながら、伝送効率向上を可能とすることで、一層
の電波の有効利用を進め、超高精細度地上放送等のサービスが可能となる技術を確立する。

ア 地上放送高度化技術

イ 移動体向けサービス高度化技術

ウ 大規模局向け送信技術

• 高度化方式対応変復調装置の設計、試作、評価
• FDMに限らず、TDMやLDMなども視野に入れた階層伝送フレーム構造

の検討、開発、評価
• 多重化装置の設計、試作、評価
• 映像符号化装置の設計、試作、評価

• 部分受信機能の高度化技術の設計、試作、評価
• 移動体向け受信改善技術の設計、試作、評価

• 大規模実験試験局の送信諸元の検討
• 大規模実験試験局の整備
• ISDB-Tとの共用条件検討
• 野外実験による伝送特性評価

２９年度からの追加課題

エ 地上放送高度化方式に対応した
SFN方式による中継技術に関する研究開発

エ－１ 送信ネットワークの同期化技術

エ－2 SFN対応送信技術

・ SFN実験環境の構築、SFN時の地上放送高度化方式の
移動受信・固定受信特性の把握、受信エリアの検証

※ 4K・8Kロードマップに関するフォローアップ会合

第二次中間報告「都市部における地上波による

パブリックビューイング向けなどの伝送実験等を

検討する」に対応するもの

・ SFN対応再多重化装置開発、再多重化装置対応変調装
置開発



既存の周波数で実現する地上４Ｋ
【２Ｋに加えて４Ｋ放送を実現するための研究開発】

施策概要

【イメージ】

2K

4K

2K

4K

現在の２Ｋテレビ
で、引き続き２Ｋ放
送が視聴可能

２Ｋ放送

４Ｋ放送

光ファイバ、無線 等

２Ｋテレビ

４Ｋテレビ

４Ｋテレビで、４Ｋ放送の
受信・表示に必要な情
報を合成、切り替え

（検討例１）
放送波で２Ｋに加え、４Ｋ補完信号を
送信し、テレビ合成して４Ｋ化

○ 現在の地上テレビジョン放送用周波数帯は逼迫しており、直ちに４Ｋや８Ｋ放送用の周波数を全国的に確
保することは困難。

○ 現行の地上デジタル２Ｋ放送の保護を図りながら、地上デジタル４Ｋ放送を実現するために開発すべき技
術手法を、提案公募形式で、放送事業者、受信機メーカ、送信機メーカ等から募集し、選定。

セグメント
構造の進化

（地上４Ｋ放送等放送サービスの高度化推進事業（H２８年度二次補正）の中で実施）

放送波

（検討例２）
放送波で２Ｋと４Ｋを、各々高度に圧
縮して送信

（検討例３）
放送波とネットを活用して、２Ｋ、４Ｋを
放送
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地上４Ｋ放送等の実現に向けた研究開発等事業
提案募集の概要 （平成29年2月10日報道発表）

総務省は、４Ｋ・８Ｋの推進を目的とし、平成28年度第２次補正予算において「地上４Ｋ放送
等放送サービスの高度化推進事業」を実施します。

今般、当該事業の１つとして、現行の地上デジタルテレビジョン放送（地デジ）の視聴環境を
維持しつつ、地上４Ｋ放送を実現する技術について調査研究の実施を予定しており、当該調査
研究の実施に先立ち、有効と考えられる技術手法ついて、広く提案を募集します。

１ 提案対象となる技術及び提案募集要領
現行の地デジと同一の周波数帯（470～710MHz）及びチャンネル幅（6MHz）で、現行の

地デジに加え、４Ｋ放送を実現することが出来る技術又はそれに準ずる技術。

２ 募集期間
平成29年２月１０日～24日

３ 今後の予定
提出された提案を評価した上で、

当該調査研究の内容を決定した後、
請負者を決めるため一般競争入札
を実施。

２Ｋにダウンコン

補完信号

４
Ｋ
で
制
作

【例２】

２Ｋ信号と補完信号
を同じチャンネルを
使って送信

2K

補完

2K信号と補完信号
を受信機で合成

ネット
（光、５Ｇ）

2K

2K

補完

4K

4K
4K信号

【例１】

２Ｋ信号と４Ｋ信号とを同じ
チャンネルに混在させて送信

【例３】

補完信号のみ、別の伝
送路を利用して送信

２Ｋはこれまで
通り受信可能

放送波

放送波

※  あくまでイメージです。
これに依らない技術手法についても提案募集の対象となります。
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B階層
2K

（64QAM）

１
セ
グ
受
信

B階層
2K

64QAM

C階
層
4K

B階層
2K

１
セ
グ
受
信

B階層
2K

C階
層
4K

C階
層
4K

C階
層
4K

H偏波

V偏波

現状 2K/4K共用

7seg
５seg

５seg

A
階
層

A階層

１
セ
グ
受
信

同
一
デ
ー
タ(

検
討
）

提案の募集の結果（１）
（平成29年3月31日 報道発表）

〇 セグメントを分割して、２Ｋを水平偏波、４Ｋを水平・垂直両偏波で伝送する技術

・現行の地デジ方式をベースに、6MHz帯域内の13セグメントを分割し、２Ｋ用に７セグメント、４Ｋ用の５セグメント、
ワンセグ（移動体受信）用に１セグメントを割り当てる。

募集期間 平成29年２月10日～24日
提案件数 16件（14者）
選定提案 ２件

〇 セグメントを分割して、２Ｋを水平偏波、４Ｋを水平・垂直両偏波で伝送する技術
〇 階層分割多重（ＬＤＭ）技術を用いて２Ｋと４Ｋを同一ｃｈで伝送する技術

今後の予定 選定した技術手法を踏まえた仕様書を作成し、実施主体を決定するための競争入札を実施

・４Ｋ用の５セグメントは、水平偏波だけでなく垂
直偏波も活用し、MIMO技術により伝送容量の
拡大を行う。

・２Ｋ映像は最新のMPEG-2圧縮技術の最適化
等による画質維持を、４Ｋ映像については
HEVC圧縮技術の最適化や変調多値化等によ
る画質確保を図る。

※ セグメント分割は７セグ／５セグに限定せず、
２Ｋ・４Ｋの両立に最適な比率で検討
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上側階層
現行2K放送の
変調波（UL）

下側階層
4K放送の

変調波（LL）

合成波
（出力）

C/N（UL）

C/N（LL）
＋ ＝

UL：Upper Layer
LL：Lower Layer

UL：64QAM(3/4) 現行2K放送

C/N：20.1dB

C/N：約5～20dB
LL：QPSK～256QAM 4K放送

周波数

キ
ャ
リ
ア
レ
ベ
ル

〇 階層分割多重（ＬＤＭ）技術を用いて２Ｋと４Ｋを同一ｃｈで伝送する技術

・現行の２Ｋ放送波と同一チャンネルに、低レベルの４Ｋ放送波を重ねて放送。

募集期間 平成29年２月10日～24日
提案件数 16件（14者）
選定提案 ２件

〇 セグメントを分割して、２Ｋを水平偏波、４Ｋを水平・垂直両偏波で伝送する技術
〇 階層分割多重（ＬＤＭ）技術を用いて２Ｋと４Ｋを同一ｃｈで伝送する技術

今後の予定 選定した技術手法を踏まえた仕様書を作成し、実施主体を決定するための競争入札を実施

・２Ｋ放送は、所要Ｃ／Ｎ以下に４Ｋ放送の受信レベル
を抑制して従来通り受信を行う。

・４Ｋ放送は、変調多値化による伝送容量の拡大等を
行いつつ、ＬＤＭ技術を用いて、２Ｋ放送波をキャンセ
ルし、残った４Ｋ放送波で受信を行う。

※ ＬＤＭ：Layered Division Multiplexing

提案の募集の結果（２）
（平成29年3月31日 報道発表）
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〇 その他



韓国地上波４Ｋ放送導入の経緯

 2015年12月、韓国未来創造科学部(MSIP)と韓国放送通信委員会
(KCC)が、地上波４Ｋ放送の導入計画を発表。併せて、2027年までに
地上波２Ｋ放送を４Ｋ放送にマイグレーションする旨発表

 2016年9月、北米方式(ATSC-3.0)をベースとする地上波４Ｋ放送の技
術基準を策定

 同年11月、地上波4社のうち、KBS・MBC・SBSの3社の首都圏(ソウル)
４Ｋ放送について免許。当初、2017年2月からの放送開始を予定
（EBSのみ2017年9月開始予定）

 同年12月、MSIPは、地上波４K放送の全国普及に係る地デジ（２Ｋ）
チャンネルリパック計画を発表

 同年12月、地上波3社は、送信設備の調達の遅れ、機器のテスト時間
不足等を理由に、導入延期の申請を提出

 2017年2月、KCCは、導入延期の申請を一部受け入れ、地上波3社の
首都圏(ソウル)試験放送を同年2月28日から実施し、同年5月31日か
ら、本放送を開始することを決定

 同年2月28日、地上波3社は首都圏(ソウル)で試験放送を開始

 同年3月、KCCは、広域市圏(釜山・大邱・光州・大田・蔚山)及び平昌・
江陵地域の導入計画を決定。同年5月に免許申請を受付、7月に許可、
11月から試験放送を開始し、12月から本放送を開始する計画

 その他の市・郡地域については、2020年から2021年に放送を開始し、
地上波４Ｋ放送導入から10年後の2027年に２Ｋ放送を終了予定

韓国地上波４Ｋ放送導入の経緯

①2017年5月31日～
地上波3社(KBS・MBC・SBS)の
首都圏(ｿｳﾙ)放送開始
※EBSのみ2017年9月～放送開始

②2017年12月～
広域市圏（釜山(ﾌﾟｻﾝ)・大邱(ﾃｸﾞ)・
光州(ｸｧﾝｼﾞｭ)・大田(ﾃｼﾞｮﾝ)・蔚山
(ｳﾙｻﾝ)放送開始

②2017年12月～
平昌(ﾋﾟｮﾝﾁｬﾝ)冬期オリンピック開催地
周辺(平昌・原州(ｳｫﾝｼﾞｭ)・江陵(ｶﾝﾇﾝ)・
東海(ﾄﾝﾍ))放送開始

図 韓国地上波４Ｋ放送導入スケジュール

日本海

竹島

対馬
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韓国地上波４Ｋ放送対応機器の普及状況等

受信機普及状況等

 既に4Kテレビ(DVB-T2方式)は100万台程度販売されているが、これらについてはATSC3.0方式に対応したSTB(ｾｯﾄﾄｯﾌﾟﾎﾞｯｸｽ)の追加
購入が必要。サムスン電子から5月28日、ＬＧ電子から5月30日に発売される。価格は共に69,900ｳｫﾝ(日本円で約7,000円)（2017.5.8）

 5月1日時点で地上波４Ｋテレビ(ATSC3.0方式)の販売は微々たるもの。また、地上波２Ｋ放送を直接アンテナで受信する世帯は年々少
なくなっており、現在は全体の２%程度まで低下し(2012年末のｱﾅﾛｸﾞ放送終了時：７%程度)、本放送が開始されても、視聴可能世帯は
極めて限定される見通し(2017.5.1)

ＬＧ電子における地上波４Ｋテレビ

 主要製品の価格は表１のとおり。OLEDテレビ（有機発光
ダイオード）を中心に販売しており、日本円で約18.4万円
～250万円。65型で、約31万円（液晶）～66万円（OLED）

 ６月末まで特別セールを実施。地上波４Ｋテレビ購入の
場合、約3万円をキャッシュバック。77型ＬＧシグネチャ
OLEDテレビ購入の場合、約40万円をキャッシュバック。
さらに、購入機器により、ＬＧ製家電を贈呈。

区分 サイズ 型式名 価格（万ウォン）※ 備考

ＬＧシグネチャ
ＯＬＥＤテレビ

７７ ＯＬＥＤ７７Ｇ７Ｋ ２，５００ クリーニング機能付
クローゼット贈呈

ウルトラ
ＯＬＥＤテレビ

６５ ＯＬＥＤ６５Ｃ７Ｋ ６６０ -
５５ ＯＬＥＤ５５Ｃ７Ｋ ３４９ -

スーパーウル
トラＨＤテレビ

８６ ８６ＵＪ９８７０ １，７００ 家庭用ＬＥＤプロ
ジェクター贈呈７５ ７５ＵＪ９８６０ ７９０

７５ＵＪ７２７０ ７５０

６５ ６５ＵＪ９８００ ６００

６５ＵＪ９４００ ５５０

６５ ６５ＵＪ７２５０ ３１０ -
６０ ６０ＵＪ７２５０ ２５０ -
５５ ５５ＵＪ７２５０ １８４ -

図１ LGシグネチャOLEDテレビ
(Organic Light-Emitting Diode)

上：正面図、下：側面図
表１ ＬＧ電子 主要製品価格情報

※価格はキャッシュバックを適用した金額

サムスン電子における地上波４Ｋテレビ

 主要製品は表２のとおり。QLEDテレビ（量子ドット発光ダ
イオード）を中心に販売しており、日本円で約18.9万円～
79万円。65型で約42万円(液晶)～74.9万円(QLED)

 ５月末まで特別セールを実施。55型以上の地上波４Ｋテ
レビ購入の場合、約1万円のポイントを贈呈。また、同時
に下取りも行っており、最大約3万円が消費者に還元さ
れる。

区分 サイズ 型式名 価格（万ウォン） 備考
ＱＬＥＤテレビ ６５ QN65Q9FAMFXKR ７４９ Ｑ９シリーズ

６５ QN65Q8CAMFXKR ７０４ Ｑ８シリーズ

５５ QN55Q8CAMFXKR ４８５ Ｑ８シリーズ

６５ QN65Q7FAMFXKR ６０４ Ｑ７シリーズ

５５ QN55Q7FAMFXKR ４１５ Ｑ７シリーズ

プレミアム
ＵＨＤ ＴＶ

６５ UN65MU9500FXKR ５１０ ＭＵ９５００シリーズ
５５ UN55MU9500FXKR ３３９
６５ UN65MU8500FXKR ４６０ ＭＵ８５００シリーズ
５５ UN55MU8500FXKR ２９９
７５ UN75MU8000FXKR ７９０ ＭＵ８０００シリーズ

６５ UN65MU8000FXKR ４２０

５５ UN55MU8000FXKR ２６９
４９ UN49MU8000FXKR １８９

図２ ＱＬＥＤテレビ
(Quantum dot Light-Emitting Diode)

上：正面図、下：側面図

表２ サムスン電子 主要製品価格情報
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韓国地上波４Ｋ放送方式

• 本年４月に開催されたNABにおいて韓国ETRI※がATSC3.0の将来ロードマップについて言及

2025 年： 地上 8K 放送の実験局
2027 年： ATSC 1.0（地上HD）終了

地上8K放送の試験放送開始

＊ NABにおけるETRI※配布資料より引用

※ ETRI ： Electronics and Telecommunications Research Institute (韓国電子通信研究院) MSIP傘下の公的研究機関

2018 年： 4Kと携帯向けHD
を同時放送
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